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～サブカルチュラル・ツーリズムのすすめ～ 
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• 【国内】サブカルチャーを活用した地
域振興への注目と期待 

• 【国外】高い評価と支持を得る日本の
アニメ・マンガ 

   →海外の若い世代の来日動機にも 
• 依然として強い偏見の存在 

 
☆地域とアニメコンテンツが結びつくこと 
  で何が可能なのか？ 
☆「文化資源」「観光資源」「まちおこしの 
  きっかけ」としての可能性と課題 
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海外から見た日本の魅力は 
寺社仏閣だけではない。 

 
実は日本人自身が日本の魅力に 

気付いていないのです。 
 

次世代を担う若い人々を動かす 
「磁力」としての 

「サブカルチャー」を 
「文化資源」のひとつとして 
しっかり認識すべきときでは。 



アニメとツーリズムをめぐる 
近年の議論 
 
① 地域 
② 製作者 
③ 旅行者（ファン） 

5 



【地域側のニーズ】 
・人：尐子高齢化・過疎化。 
  →観光による交流人口増に期待 
・物：物見遊山から体験、交流へ。 
  →物語性（コンテンツ）重視。 
・金：巨大投資は無理。 
  →既存資源の連携で大きな力を 
   生む発想が重要。 
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【製作側のニーズ】 
・産業構造の変化、人材の海外流出、
利益率向上の必要性。 

  →多角的なコンテンツ展開モデ 
   ルの構築が急務。 
・地域との連携に期待＝観光産業。 
  (a) コンテンツ展開のパートナー 
    としての地域 
  (b) 作品の販売促進パートナー 
    としての地域 

7 



【旅行者（ファン）のニーズ】 
・趣味の多様化、ネット普及により 
 観光情報の流通が多様化 
  →メイン・マス不在 
  →自分にとって大切な物語を希求 
  →情報化するほど現実空間も必要 
 
※独自の世界観を地域に付与でき、 
 インターネットユーザーとの親和性 
 も高いアニメコンテンツに注目が 
 集まる。 
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この背景には、 
社会全体、 
産業全体の 
大きな変化がある。 
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★「産業社会」（18世紀～20世紀） 
 ※商品の市場交換を前提とした社会 
 ※大量生産・大量消費 
 ※生産と消費の分離 

↓ 
★「情報社会」（21世紀） 
 ※インターネット革命 
 ※コミュニケーションを前提とした社会 
 ※従って、コンテンツを共有できるかが  
      重要に 
 ※多様化・分散化・分権化 
 ※生産と消費の再統合 
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★産業社会下の観光 
 ※地域資源をエージェント・地域が商品化し、
これを顧客としての旅行者に販売、消費さ
せ、そこから利益を得る。 

↓ 
★情報社会下の観光 
 ※コンテンツを共有することで面対面の交流
が促進され、人・物・コンテンツの関係性を
豊にすること。そしてそこから新たな文化を
創造すること。 

 
「消費型」→「体験型」→「交流・創造型」 
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★社会は「規格化」から「多様化」へ 
 ・もはや何がメインか特定するのが 
  難しい社会へ 
 ・「文化の多様性」を重視する社会へ 
 ・人々の移動も活発化 
 

★二つのシナリオ 
 ・排他・差別・対立・衝突 
 ・寛容・交流・相互理解 
 
★「創造的な社会」とは 
 ・違いと多様性があるからこそ、交流が 
  生まれ、新たな文化が創造される。 
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「文化の多様性は、交流、革新、創造
の源として、人類に必要なものであ
る。この意味において、文化的多様
性は人類共通の遺産であり、現在
及び将来の世代のためにその重要
性が認識され、主張されるべきであ
る」 

 
（UNESCO「文化的多様性に関する世界宣言」2001） 

 
 

13 



・ 関係性が多様になればなるほど、交流と
協働、さらには生き方の選択肢は増える。 

  これこそが「社会・文化的な豊さ」。 
 
・ 地域がデザインすべきなのは「観光」とい
う仕組みを通して、 

 「違い」と「多様性」を平和裏に 
 「交流（コミュニケーション）」 
  に導き、 
  コラボレーションという「関係性」 
  を創りだしていくこと。 
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観光を通した掛け算 
多様性の交流から何を創造するか？ 
 
①「古くからあるもの」×「新しいもの」 
②「地域に住む人」×「地域外の人」 
③「若者」×「高齢者」 
④ 「地域」×「製作者」×「ファン」 
 
成功事例はこの四つの掛け算を行っている。 
→鷲宮の事例 
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☆アニメ・マンガも、他の文化資源・自然資
源同様に、交流のきっかけあるいは共
有する物語の「ひとつ」。 

 
☆地域の人、旅行者、製作者のそれぞれ
が、作品に対する「敬意」と「愛情」を
持って接することができれば、こうした
交流からより豊かな人間関係が生まれ、
地域は新たな文化を創出することが可
能になります。 
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☆そのためには、他者や異文化、尐数者
に対する偏見をなくし、常に相手方に
敬意を払い、利益を共有し合う関係性
を、時間をかけて丁寧に構築していくこ
とが大切だと思います。 

 
☆そして小さなことでも、できることからひ
とつづつ着実に実行していくことが重
要なのではないでしょうか。 
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ご清聴、誠に有難うございました。 

山村高淑 
YAMAMURA Takayoshi 
deko@sd6.so-net.ne.jp 
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